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■さあコールまでラストスパート（町民マラソン大会・親子の部）

宣
●平成13年4月1日から家電リサイクル法が施行

はじまります家電製品のリサイクル
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廃棄される家電4品目はリサイクルするため有料になります

0い）

。
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巴［ 洗濯機
冷蔵庫

エアコン

家電リサイクル法では、これら家電4品目のリサイクルを実施するため
①家電メーカー等には、リサイクルの義務を

②小売業者には、収集・運搬の義務を

R消費者にはリサイクルにかかる料金と、収集・運搬にかかる料金の負担を

定めています。

わ
が
国
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は

1
0％
と
低
く
、
今
の
ぺ
—
ス

で
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
処
理
を
行
な
っ
た

場
合
、
埋
め
立
て
ら
れ
る
処
理
場
は
全
国

平
均
で
あ
と
8
.
5
年
分
し
か
も
た
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
電
製
品
等
は
、
現
在
粗
大
ゴ
ミ
と
し

て
収
集
し
、
そ
の
大
部
分
が
埋
め
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
可
能
な
資
源
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
守
る
た

め
に
、
新
し
く
制
定
さ
れ
た
の
が
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品

化
法
）
で
、
平
成
13
年
4
月
1
日
よ
り
本

格
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

廃
棄
さ
れ
る
家
電
製
品
の
引
き
取
り
と

運
搬
は
小
売
業
者
に
、
再
商
品
化
は
家
電

メ
ー
カ
ー
等
に
義
務
つ
け
ら
れ
、
そ
の
費

用
は
消
費
者
が
負
担
す
る
、
と
い
う
役
割

分
担
が
始
ま
り
ま
す
。
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廃家電処理の現状と今後

1 廃家電処理の現状 I 

合計約3億台普及

8割が買い替え時

- 1/ 
l し引き取られる

-／ 年間約1800万台、

60万t排出

エアコン： 270万台

テ レビ： 760万台

冷蔵庫： 370万台

洗濯機： 390万台

市町村 ］II 

2割は自治体が

引き取る
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エアコンの熱交換機、

コンプレ ッサー等、

一部は破砕・金属回
収後埋立

1 9  

（
 

‘̀ 
①買い換えの場合

②過去に売ったもの

について引取蒻務

4品目の鉄、銅、

アルミ、ガラス等

を回収

一
年間約1800万台、

60万t排出

［小売業者］ ざんさ

残澄の埋立

口 し ア""' )

：、三〗）［＊
冷蔵庫： 50%
洗濯機： 50%
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②同じ種類の扇品を買おうとしている小亮纂者に引きとりを依頼して下さい。

鱈メーカー
（再生する人）

Cニ ; 
小売業者から引き取った家電製品を

法律で定められた基準に従って

リサイクルします。

●消費者が負担するリサイクル料金を公表します

宕贔守m冒

分離された部品や材料

なとはリサイクルされます。

また、エアコンや冷蔵庫の

冷媒フロンもあわせて

回収・処理されます。

リサイクル料金
999 9~9 9 9 999 9999 9999 1 1「. 19 →9 9 l, “,99 9999 1 19 9 1 1 99999, ~ 、 91 ~9 9 99 99 9 1 1.,  

◇口◇囚◇口◇口①日公
工 ―"ロ,::;_→，り三—- --

消費者が負担する料金の支払いは、

どのような方法で行うのですか。

収集・運搬料金の支払いは、家電製品を引き渡すときに直接

小売業者に支払います。

リサイクル料金の支払いは①製品を引き渡すときに小売業

者を通して行う方法と②事前に郵便局で振込む方法の2適り

の方法があります。

お店によって扱える方法が違ってきますので、事前に確認す

るようにしてください。

家電製品がきちんとリサイクルされ

ているかを確認したいのですが。

消費者が引き渡した家電製品が、メーカーに確実に運搬され

リサイクルされるように管理票（家電リサイクル券）を使って管

理します。この管理票（家電リサイクル券）により、 引き取って

もらった小売業者指定法人や製品のメーカーに確認すること

ができますので、管理票の写しは必す大切に保管しておいてく

ださい。

また、不法投棄は法律で処罰の対象となります。

製品を購入した小売業者が廃業又

は遠方のときはどうするのですか。

基本的に、対象となる4品目「エアコン」 「テレビ」「冷蔵庫」

「洗濯機」については小売業者に引き渡していただきますが、

廃業などで引き取ってくれる小売業者がない場合には町にこ

相談ください。

~
 

●家電リサイクル法について詳しく知りたい方は…

●問い合せ先大洗町役場生活環境課
合 267-5111（内線243) |い

・経済産業省商務情報政策局 情報通信機器課

03-350 l -l 51 l（代表） ホームページ http://www.meti.go.Jp 

瞑境省 大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 リサイクル推進室

03-3581-335 l（代表） ホームページ http://www.env.go.jp 
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洗濯機・冷蔵庫 "”‘ 
古くなった家電嬰品を処分したい場合は、①その嬰品を眉入した小亮纂者

消費者
（使った人）

｀ 不用になった家電製品をきちんと

リサイクルできるよう、小売業者に

引き渡し、必要な料金（収集運搬料金＋リサイクル料金）

を支払います。

小売業者
（服集・運搬する人）

~
 

消費者から依頼を受けたら、家電

製品を引き取り、それを製造した

家電メーカーに引き渡します。
●消費者から引き取った家電製品を家電メーカー

の指定引き取り場所まで運びます。

●あらかじめ消費者が負担する収集・運搬料金は

店頭などで公表します。

'（ 消費者が費用負担 ）し量しし 収集・運搬料金l
--- →一"・ •テー• 9 

如 如一紐竺砂m公
古くなった家電製品を引き取って

もらうには、どうすればいいのですか。 '―

その製品を購入した小売業者か、同じ種類の製品を買おうと

している小売業者に連絡してください。

この場合、小売業者には古い家電製品を引き取る義務があり

ます。

その際、消費者である皆さんには、その家電製品を①収集・

運搬するための料金と②リサイクルするための料金を負担し

ていただきます。

とうして消費者が料金を負担
しなければならないのですか。

家電リサイクル法の円滑な運用のためには、小売業者による

収集・運搬、メーカーによるリサイクル及び消費者による費用

負担といった、それぞれの役割分担が必要不可欠です。

消費者も費用の分担を通じて循環型社会の構築に向けて重

要な役割を担うことになります。

小型の製品についても、もえないごみの収集
（集積所）に出すことはできないのですか。

大きさに関係なく、法の対象品目である「エアコン」「テレビ」

「冷蔵庫」「洗濯機」については、もえないこみの収集（集積所）

に出すことができなくなります。

これらの家電製品を処分したい場合には、小売業者等に適切

に引き渡すようにしてください。

小売業者・メーカーには
どのようなものがありますか。

家電製品を販売している事業者のほか、中古家電製品を取り

扱う古物商、リサイクルショップや質屋なども含まれます。

メーカーには、家電メーカーのほか、家電製品の輸入業者が

含まれます。

‘、
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・トヒックス

公
共
下
水
道

供
用
開
始
区
域
が

拡
大
さ
れ
ま
す

平
成
13
年
4
月
ー
日
か
ら
新
た
に
上

図
の
地
域
の
公
共
下
水
道
が
整
備
さ

れ
、
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
が
拡

が
り
ま
し
た
。

お
住
ま
い
の
地
城
が
処
理
区
域
に
な

り
ま
す
と
、
下
水
道
法
の
規
定
に
よ
り
、

ち
た
い

区
域
内
の
皆
様
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の

下
水
を
公
共
下
水
道
に
流
入
さ
せ
る
た

め
の
「
排
水
設
備
」
を
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
処
理
区

域
で
は
各
家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
や
風

呂
の
汚
水
も
す
べ
て
公
共
下
水
道
へ
直

接
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ト
イ
レ
の
く
み
取
り
や
、
浄
化
槽
の
維

持
管
理
が
必
要
な
く
な
り
ま
す
。
下
水

道
が
利
用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ま
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て

い
な
い
こ
家
庭
は
早
急
に
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
に
よ
り
生
活
環
境
は
格
段
に

改
善
さ
れ
ま
す
が
、
区
既
内
の
皆
さ
ま

に
は
次
の
よ
う
な
費
用
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■受
益
者
負
担
金

末
端
管
渠
の
整
備
費
用
と
し
て
区
域

内
の
宅
地
面
積
ー
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
5
5
0
円
を
受
益
者
負
担
金
と
し
て

こ
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
仮
に
1
6
5

平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
50
坪
）
の
宅
地
を

所
有
し
て
い
る
場
合
の
受
益
者
負
担
金

は
9
0
、

7
0
0
円

(
5
5
0
円
x
l

6
5
2m
．
百
円
未
満
切
捨
て
）
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
5
年
間

(20
回
）
に
分

け
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
期
限
内
に
全
額
一
括
納
付
す

c
 

■排
水
設
備
工
事
費

排
水
設
備
と
は
、
家
庭
の
台
所
や
風

呂
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
で
る
汚
水
を
直

接
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
に
、
各
家

庭
な
ど
に
設
置
す
る
排
水
管
や
汚
水
ま

す
な
ど
を
い
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
に

接
続
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
排
水
設
備

を
整
備
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
排
水
設
備
が
適
切
な
基
準
に
よ
り

施
工
さ
れ
る
よ
う
「
排
水
設
備
指
定
エ

事
店
」
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、

下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
の
工
事
に
つ

い
て
は
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
下
さ

¥
o
 

ま
た
、
町
で
は
公
共
下
水
道
の
普
及

の
た
め
に
、
下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら

3
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
さ
れ
た

方
に
は
次
の
よ
う
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
（
新
築
及
び
事
業
所
は
除
く
）

1
年
以
内

1
5
、
0
0
0
円

2
年
以
内

1
0
、
0
0
0
円

3
年
以
内

5
、
0
0
0
円

■下
水
道
使
用
料
金

各
家
庭
の
汚
水
は
管
路
に
よ
り
ゆ
っ

く
ら
健
康
館
わ
き
の
、
港
中
央
中
継
ポ

ン
プ
場
に
集
め
ら
れ
涸
沼
川
と
那
珂
川

の
下
を
経
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
那
珂

久
慈
浄
化
セ
ン
タ
ー
ヘ
流
れ
込
み
、
そ

こ
で
浄
化
処
理
さ
れ
、
き
れ
い
な
水
と

な
っ
て
太
平
洋
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
下
水
道
施
設
（
処
理
場
・
ポ
ン
プ

場
管
路
）
の
運
転
や
維
持
管
理
等
の

た
め
に
下
水
道
使
用
料
金
を
こ
負
担
い

れ
ば
割
引
も
あ
り
ま
す
。

◇パ合>

一般的な排水設備
蓋
閑

揖水餃偉

（個人で註置、蓄1里する部分）

た
だ
き
ま
す
。
下
水
道
料
金
は
原
則
と

し
て
、
こ
家
庭
で
使
用
し
た
水
道
使
用

量
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
毎
月
口
座
振
替

な
ど
の
方
法
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
＜

こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
区

域
内
の
み
な
さ
ま
に
は
こ
の
よ
う
な
費

用
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
自
然
環
境
の
保
護
と
文
化
的
な

生
活
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
下
水
道
は

欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。
豊
か
な
大
洗

の
自
然
環
境
の
保
護
と
快
適
な
居
住
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
皆
さ
ま
の
こ
理
解

と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
下
水
道
課
（
内
線
2
7
3
)
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2月4日に開催した恒例の大洗マラソン大会も、今

年は21世紀の幕開けという節目の大会であり、そこ

に参加した方々は、持てる力を発揮し自己の記録を

更新するという、その思いを強く感じたところです。

そのことは21世紀を、自らどのように歩んでいくか

という姿勢にも共適するものがあると思います。

このところ道徳のあり方の話題になることが多々

あります。モラルというものは人間の生き方そのも

のであり、道徳は社会に対してより自分自身に存在

するものです。

少子 ・高齢化、都市化の進展や就業構造の変化等

の中で、長い間人々の心のよりどころであった家族

や地域共同体、会社のあり方及びこれらと個人との

関係が大きく変わりつつあります。また、目覚しい

情報化の進展やマスメディアの発達などによって世

界中からあらゆる情報を瞬時に入手できるようにな

る一方で、直接体験が失われ、人間関係の希薄化も

進んでいます。決まった場所で決まった方々を相手

に決まった付き合い方をすることが、ますます少なくなっていくこ

とが予想される新しい時代は、共同体のシステムに帰属する生き方

から不確定な相手と付き合い生きるためのモラルを身に付けなけれ

ばならないという状況と、失われつつある家族の絆や地域社会との

関わりを再構築し、協調性や向上心、志を持って生きる力、他者の

立場に立って考えることのできる想像力などを培うことが 21世紀

に生きる我々に求められていると考えています。

こうした変革期を生きるには、自らの個性のみならす他人の個性

も尊重し、社会の一員として賣任感と義務感を持って共に生きるこ

とができるような社会を築くことであり、物質的な豊かさの実現と

いう戦後一貫して国民の多くが追い求めてきた目標が達成された今、

次に目指すべきは「心の豊かさ」ではないでしょうか。

人間の幸福には、人それぞれ幾通りのものがありますが、経済な

どの物質的な豊かさは、そのこペ一部でしかありません。経済的な

豊かさは相対的なもので、何不自由なくても、他人と比べてみじめ

になったりもします。人と比較することのできない自分自身の幸福

とは、大切な家族への愛情や友人との交友、好きなスポーツや文

化 ・芸術に親しみ、ボランティア活動に参加するなど自分の好きな

ことを楽しむことによる幸福。

つまり、これからは裕福より幸福に生きる、心の豊かさこそが新

しい時代に求められているのです。

00 

大
洗
町
長

21
世
紀
の
歩
み

小
谷
隆
売

町
で
は
、
青
少
年
の
善
意
や
親
切
心

を
育
ん
で
い
く
た
め
に
、
善
行
の
あ
っ

た
青
少
年
に
対
し
善
行
賞
を
授
与
し
て

い
ま
す
。

「
足
の
不
自
由
な
老
人
が
点
滅
中
の

信
号
で
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
危
険
と
判
断
し
手
を
引
い

て
安
全
な
歩
道
に
戻
し
て
あ
げ
た
」

「
通
学
途
中
、
歩
行
困
難
な
老
人
を
適

院
し
て
い
る
病
院
ま
で
連
れ
て
い
き
、

か
け
足
で
も
ど
っ
て
始
業
時
間
に
遅
れ

す
登
校
し
た
」
「
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
積
荷

が
落
ち
た
の
を
拾
い
、
落
と
し
主
に
連

絡
し
無
事
に
届
け
た
」
「
自
ら
進
ん
で

ぞ
う
き
ん
ぬ
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

な
っ
た
」
「
大
き
な
荷
物
を
持
っ
た
老

人
が
陸
橋
を
渡
っ
て
い
た
の
で
荷
物
を

持
っ
て
あ
げ
た
」
な
ど
心
や
さ
し
く
皆

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
生
16
名

に
善
行
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

袴
塚
美
保
、
小
松
崎
睦
（
以
上
磯
浜
小

6
年
）
、
金
田
那
穂
美
、
岩
井
実
加
、

江
橋
聖
恵
、
飛
田
早
紀
、
早
川
杏
果
、

高
浜
香
織
、
山
口
真
由
、
大
場
幸
（
以

上
一
中
3
年
）
、
日
山
勇
太
、
小
野
瀬

拓
見
（
以
上
南
中
ー
年
）
、
吉
田
敦
子

（
南
中
2
年）
、
菊
地
菜
奈
子
、
大
場
奈

美
、
米
川
笑
子
、
（
以
上
南
中
3
年）

輯12年腹

善
意
C
輪
を
広
げ
＊
う

(
 

2
月
17
日
、
町
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
学

校

．
家
庭

・
地
域
の
関
係
者
約
ー
2

0

名
が
出
席
し
て
、
学
校
地
域
連
携
フ
オ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で

の
「
学
地
連
携
」
は
町
内
の
4
小
学
校

区
ご
と
に
委
員
会
を
設
け
、
実
践
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
フ
オ
ー
ラ
ム
で
は
、
地
域
全

体
で
子
供
を
育
て
る
活
動
を
続
け
る
祝

小
地
区
が
実
践
例
を
報
告
。
続
い
て
、

教
員
や

P
丁
A
、
学
校
で
茶
道
や
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
を
指
導
し
て
い
る
実
践

者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
な
い
、
こ
の
取
り
組
み
の
重
要
性

を
再
認
識
し
、
よ
り
活
発
化
さ
せ
る
た

め
に
は
、
多
く
の
住
民
に
活
動
内
容
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
な

ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
織
域
連
構
7
ォ

i-rム

撼
域
く
る
囀
で
敦
C
推
進

町
統
計
調
査
員
の
5
名
が
、

2
月
9

日
に
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
42
回
茨
城
県
統
計
大
会

の
席
上
で
、
町
の
統
計
調
査
員
と
し
て

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
知
事
表
彰

佐
藤
美
津
枝
（
蔵
前
ー
区
）

茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

河
原
井
貞
子
（
原
研
住
宅
）

花
水
輿
知
子
（
永
町
16
区
の

2
)

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
長
感
謝
状

坂
杢
示
子
（
永
町
8
区）

望
月
三
枝
子
（
水
戸
市
）

‘̀ 
統
計
調
査
―

S
名
に
豪
彰
状

▲左から坂本さん、望月さん、小谷町長、花水さん、河原井さん、佐藤さん
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••• 
一
年
の
埃
り
溜
り
し
戸
障
子
を
洗
い
て

＿
年
を
穎
り
見
な
が
ら
入
る
湯
に
疲
れ

溶
け
ゆ
く
歳
晩
の
夜

南
清
水

一
区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
年
の
暮
れ
の
湯
。
「
疲
れ
溶
け
ゆ

く
」
と
発
見
し
た
処
が
よ
い
。

柚
子
を
添
ス
し
有
賀
神
社
の
祭
積
に
お

守
り
＝
＿
個
孫
に
享
け
た
り

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
郎

〔
評
〕
特
別
に
柚
子
が
添
え
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
詠
ん
だ
の
が
よ
い
。

や

そ

じ

こ

そ

八
十
路
越
又
去
年
と
違
い
し
体
調
に
い

よ
い
よ
老
い
の
深
ま
り
ゆ
く
か

寺
釜
十
二
区
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
人
は
誰
し
も
年
を
重
ね
て
ゆ
く
。

若
さ
と
は
年
齢
を
言
う
の
で
は
な
い
。

お
ぞ
ま
し
き
世
相
続
く
に
子
も
孫
も

は

る

新
春
を
迎
え
て
健
や
か
で
あ
れ

前
原

＿
区

堀

野

満

穂

〔
評
〕
日
々
の

ニ
ュ
ー
ス
は
う
と
ま
し

い
。
子
よ
孫
よ
平
安
で
あ
れ
か
し
。

海
は
る
か
世
紀
初
め
の
日
は
昇
り
二
階

の
窓
に
燿
い
わ
た
る

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔
評
〕
新
世
紀
に
か
け
る

一
念
は
更
に

深
い
。
心
新
た
に
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
。

歌
壇

c
 

「
旅
愁
な
る
」
唱
歌
＿
つ
を
想
い
出
づ

冬
の
嵐
に
夜
の
関
け
ぬ
れ
ば

〔評〕

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

●
勝
山
一
美
選

洋
上
に
二
十
＿
世
紀
の
日
は
射
し
て
海

の
面
の
き
ら
め
き
渡
る

蔵
前
三
区
鴨
川

〔
評
〕
世
紀
の
訪
れ
は
光
と
共
に
。

大
漁
旗
は
た
め
か
せ
つ
つ
初
春
の
風
の

速
き
に
か
も
め
飛
び
交
う

永
町
一
区
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
雄
壮
な
海
の
情
景
が
出
て
い
る
。

新
世
紀
の
日
の
出
待
ち
い
る
昂
ぶ
り
が

耐
え
さ
せ
い
る
か
身
の
芯
の
冷
ぇ

永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
「
身
の
芯
」
に
工
夫
が
あ
る
。

五
輪
嬢
高
橋
尚
子
そ
う
そ
う
と
笑
顔
は

金
の
さ
ざ
な
み
の
こ
と

永

町

四

区

川

上

ひ

さ

一
読
し
て
よ
く
解
る
歌
で
あ
る
。

主
目

↓

"1 

庭
の
樹
に
立
て
掛
く
る

祝
町
二
区

吉

川

和

〔評
〕
日
常
事
を
佳
＜
詠
ん
で
い
る
。

新
世
紀
を
寝
る
正
月
と
決
め
こ
み
て
こ

も
る
矩
撻
に
ひ
と
日
を
過
す

蔵

前

二

区

田

山

佳

風

〔
評
〕
寝
正
月
も
心
安
ら
ぐ
ひ
と
日
か
。

よ

暖
房
器
つ
け
寝
ね
ん
に
寒
き
夜
の
家
な

き
人
等
い
づ
く
に
眠
る
や

寺
釜
九
区
加
部
東
ふ
み

〔
評
〕
寒
空
に
人
を
思
っ
て
の
一
首
。

元
日
の
日
差
し
明
る
く
お
隣
り
と
挨
拶

交
す
晴
々
と
し
て

寺
釜
九
区

三
村

住

江

一
年
の
事
始
め
は
先
す
挨
拶
。

両
手
挙
ぐ
る
磯
節
像
の
前
に
立
ち
孫
ら

見
真
似
て
踊
る
仕
草
す

桜
道
三
区
田
部
田
す
す
ほ

〔
評
〕
心
和
む
ひ
と
と
き
で
あ
る
。

久
々
に
降
り
た
る
夜
の
大
雪
に
事
故
の

多
発
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
う

祝

町

六

区

石

澤

き

み

〔
評
〕
久
々
の
雪
に
事
故
は
付
き
物。

凪
ぎ
渡
る
海
に
対
え
ば
つ
つ
し
み
て
世

紀
を
越
又
む
命
い
と
し
も

新

町

六

区

関

根

秀

子

〔
評
〕
謹
み
て
海
と
対
峙
す
る
姿
。

折
々
の
自
然
の
景
を
写
生
せ
る
画
伯
は

う

た

と
き
に
短
歌
湧
く
と
い
う

永
町
二
区

田

山

り

ゑ

〔
評
〕
う
た
心
は
す
べ
て
の
人
に
あ
る
。

マ
フ
ラ
ー
を
顔
ま
で
覆
い
散
歩
す
る
空

見
上
ぐ
れ
ば
寒
の
月
冴
ゆ

新
町
九
区
大
森
や
よ
子

〔
評
〕
「
顔
ま
で
覆
い
」
は
具
体
的
。

や
ま
な

み

し

ら

初
春
の
山
脈
遠
く
見
え
な
か
ら
淡
い
白

く
も雲

浮
か
び
流
る
る

桜
道
奥
住
ふ
み
枝

〔評
〕
春
の
山
々
に
共
銘
す
る
作
者
。

〔評〕

祝
町

一
区

佐

藤

毅

〔評
〕
冬
の
ひ
と
夜
に
想
い
を
寄
せ
て
。
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「二人の夜明け」

「飛翔」 内藤

金沢 清晴

大
洗
の
四
季

7t3-Tスト
◎

。

彰博

うえだ ゆうせい しほ

上田 祐成＜ん志保ちゃん
（桜道3区 7歳3カ月 3歳3カ月）

お父さん 安津志 お母さん 裕美子

「お母さんの手伝いがとても上手な2人で

す」

ア
イ
ド
ル
！

ふじえだ のぞみ るい

藤枝望海くん瑠唯＜ん
（五反田2区のl l歳2カ月 3歳）

お父さん 芳晴 お母さん 直美

「いつもケンカしてるけど本当は仲良し兄

弟なんだよねQ」

() 
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禰風をうけて力走

‘、

2月4日、第19回大洗マラソン大会が開催されま

した。

総勢543人の参加者がクラスことに文化センター

下海岸道路l~5kmのコースをスター ト。

参加した皆さんは、沿道のあたたかい声援を受け

コールを目指しました。

また、ゆっくら健康館の宣伝マン？がのぽりをか

かげて力走し、大会を盛り上げました。

種目 小学4(2年畑生）男子 小学4(2年畑生）女子 小学5(2年km生)男子 小学5(2年畑生）女子 小学6(2年畑生）男子

1位 三田（大寺貫小悠）介 （岡新利田根根美本花小） 大串（大宮小顕）史 小田（笠倉松RC香)織 大（双津葉台圭小範） 

2位 生田（胚目沢小）充 荒木（笠閥小美）香 平藤（精韮小龍）太 梶（双山葉台陽小香） 新（双堀菓台利小樹） 

3位 椎名（吉田小祐）太 柳岡（大戸真小里）菜 飛（双田葉台翔小太） 金澤（双葉亜台小由）美 横（岩倉閻三将小太） 

種目 小学6(2年畑生）女子 中学(3校畑男）子 中学(2校畑女）子 高校(5畑男）子 高校(31:111女)子

1位 黒澤（高野奈小保）子 沢（那田珂ー雅中典） 増原（那珂ー小中百）合 大（大川洗高紘校平） 河（常野磐大学純高子） 

2位 西野（勝倉麻小衣）子 鯉（大渕洗ー貢中志） 米（大川洗南中舞） 高（大橋洗高和校久） 涌（水常磐大ひ学ろ高）な

3位 稲（斑石浜小瞳） 中（水川戸五隅中資） 庄司（佐野中沙）織 梅（大原洗高口校志） 石（常井磐大学悠高子） 

種目 一般(5畑男）子 一般(3畑女）子 壮(5畑年） 親(11:m子) 

1位 照沼（水戸市浩）昌 黒（佐澤野中教愛員子） （ひ田た崎ちなか毅市） 野（ひ中た翔ち一な臥か一市阻） 

2位 渡（佐辺野中教雄目馬） 山（佐崎野中教静員香） 山口（友部町泰）広 荻津（茨一城町浩）陽

3位 （野ひた中ちな一か睛市） （岩ひた崎ちな恵か子市） 鈴木（水戸市敏）郎 坪井（大健洗太町・）一明

▲家族でゴール「おつかれさまでした」

108胃g、(＇る
2月18日、町民オリ エンテーリングが行われ、

家族や友達のグループが磯浜小学校校庭に集合しま

した。

ポイントことにその場所にまつわる問題を解きな

がら設定されている時間により近いコールを目指し

知カ・体カ ・時の運を競い合いました。

参加した皆さんは「オリエンテーリングを通じて

地元の良いところを再発見しました」と感想を語っ

ていました。

2001.3.6 広報おおあらい (70) 



▲マリンタワーの下でたくさんの交流が生まれました

冑空①下C
心湿きる交沢
2月4日、大洗マリンタワー芝生広場で大

洗マリンタワー2001年新春青空市（フリー

マーケット）が開催されました。

古着や雑貨、日用品から骨董玩具までた

くさんの出店があり、訪れた皆さんは、掘り

出し物や値段の交渉などフリーマーケットな

らではの雰囲気を楽しんでいました。

。眉子力とA臼患翠母
2月l6日、文化センター大ホールで核燃料サイクル機

構大洗工学センターの主催により、地域フオーラムが開催

されました。

大洗工学センター30年間の歩み等の説明後、プロ野球、

元巨人軍選手吉村禎章さんによる「私の野球人生 ・復活に

かけた日々」と題した講演が行われ、興味深いエピソード

を熱く語りました。

また講演の最後に吉村さんからスポ少野球チームの子供

たちに 「目標を持って努力するように」と力強いメッセー

ジが贈られました。

.,1

.
 

tt}9’ の
氏
私

[章
ヽ

ー
禎

栖機
寸
レ

序

ヽり
吉

サ

＄
 

＂` 
~
 "t

 

レ）
 

．．
 

ク

，ご

▲野球人生を語る吉村さん 、̀’/

▲ポーズもバッチリきまってます

友遣•親子で
楽レくスキー

1月27日 ・28日の2日間、福島県猪苗代スキー

場で大洗町こどもスキー教室が開催されました。

39名が参加し、 1日目は、斜面を横歩きで登る練

習から始まり、安全な止まり方やボーゲンなどを練

習、 2日目には、リフトに乗っておもいおもいの滑

りを楽しむまでに上達しました。

参加したこどもたちは、「友達もできたし、スキ

ーも上手になって楽しかった」と語っていました。

また、 1月27日には親子ふれあいスキーも開催さ

れ、町内の親子 l3組40名が参加し、親子そろって

滑りを楽しみました。
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町
で
は
、
優
良
な
生
徒
｀
学
生
で
経

済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
方
に
対
し

て
奨
学
資
金
の
給
付
、
貸
付
を
行
い
ま

す
。

資
格
／
町
内
に
1
年
以
上
居
住
さ
れ
て

い
る
方
の
子
ど
も
で
高
等
学
校

（
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）

大
学

(
4
年
制
）
に
4
月
か
ら

入
学
さ
れ
る
方

奨
学
金
の
額
／

高
校
生
（
国
立
高
等
専
門
学
校

を
含
む
）
月
額
9
千
円

（
償
還
な
し
）

大
学
生
月
額
4
万
円

(
2
分
の
ー
償
還
）

募
集
人
数
／
高
校
生
7
名
予
定
（
中
学

平
成
13
年
度

町
奨
学
生
募
集

ぐらしの、＇情報
INFORMATION 

天洗町役場合267-5111

補助金額

（
 

校
長
の
推
薦
が
必
要
）
大
学
生

5
名
予
定

（
高
等
学
校
長
の
推
薦
及
び
大

学
在
学
証
明
書
が
必
要
）

受
付
期
間
／
3
月
21
日
（
水
）
か
ら

4
月
13
日
（
金
）
ま
で

※
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類
は
、
学
校

教
育
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
内
線
3
5
l
)

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
｀
町
で
は
合

併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
家
庭
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
区
域
／
町
内
全
域
（
下
水
道
事
業

認
可
区
域
ま
た
は
し
尿
処
理
施

設
が
あ
る
区
域
を
除
く
）

対
象
／
専
用
住
宅
（
主
と
し
て
居
住
を

目
的
と
し
た
住
宅
）

補
助
基
数
／
40
基
（
予
定
）

申
請
受
付
／
4
月
ー
日

1
5
月
末
ま
で

問合せ／生活環境課（内線243)

人槽区分 限度額

5人櫃 354,000円

6人櫃～7人櫃 411,000円

8人柵～10人櫃 519,000円

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る

こ
家
庭
に
補
助
金
を

交
付
い
た
し
ま
す

町
で
は
、

6
歳
未
満
の
幼
児
の
う
ち
、

特
に
新
生
児
の
い
る
世
帯
の
負
担
軽
減

を
は
か
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す。対
象
／
大
洗
町
に
住
所
を
有
し
、
平
成

13
年
4
月
ー
日
以
降
に
出
生
し

た
子
と
同
居
す
る
養
育
者
（
購

入
日
、
補
助
金
申
請
日
の
時
点

で
大
洗
町
民
で
あ
る
こ
と
）

補
助
対
象
経
費
／

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
用

の
う
ち
、
上
限
5
千
円

申
込
み
／
rnJ生
活
環
境
課
に
あ
る
補
助

金
交
付
申
請
書
に
記
入
の
上
、

領
収
書
・
母
子
手
帳
を
添
え
て

申
請
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
交
適
防
犯
係

（
内
線
2
4
2
)

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
と
へ

の
給
食
の
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

配
食
時
間
帯
／
毎
月
第
3
.
4
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
1
正
午
こ
ろ
ま
で

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

お
年
寄
り
へ
の
給
食

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
補
助
金
の
お
知
ら
せ

‘、 大洗鹿島線からのお知らせ
-4月1日からワンマン列車が運行します一

大洗鹿島線は現在、 運転手と車掌の2人乗務で運転していますが、 4月1日から利

用客の少ない昼間の時間帯と早朝、夜間の一部の列車につきましては、運転手だけ

で運行するワンマン運転列車 (2両編成以下）となります。

0ワンマン列車は正面に「ワンマン」の表示があり駅ホ

ームに乗車口の表示をします。降車駅などの案内は車

内放送されます。

〇乗車の際にはドア近くにある整理券発行機から整理券

をお取りください。降車の際に運転席となりの運賃箱

に乗車券または整理券と運賃を入れて下さい（水戸駅

と鹿島神宮駅で降りるときは運賃箱脇の清算済券発行

機から清算済券をお取り下さい）

〇大洗駅でのワンマン運転列車の乗り降り方法は

乗り方

降り方

〇問合せ

現在と同じです

無人駅から乗車したときや乗り越しまたは乗

車券を持っていないときは、大洗駅改札口で

駅員に整理券を渡して運賃をお支払いくださ

ぃ
鹿島臨海鉄道株式会社旅客営業部

fl267-5200 
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となりのまちから

呵
日本のさくら 700選に選ばれた「静峰ふるさと公園」

には、毎年2000本の八重桜が咲き誇ります。

期 間／4月下旬から5月上旬

場所／静峰ふるさと公園

問合せ／瓜連町観光協会 合296-ll l l 

八重桜まつり

かたくりの里 臼
内原町北部の有賀地区にある「かたくりの里」は人里

近くでは見ることの少なくなった「かたくり」群生地で

す。毎年4月上旬から中旬が貝ころで、赤紫色をしたう

つむき加減の可憐な花が楽しめます。

開花期間中は、地元の農産物などの直売「かたくり市」

も開かれます。

問合せ／内原町役場企画財政課

合 259-2277 （内線48)

あたご天狗の森スカイロ ッ ジ €日:口»
岩間駅前に降り立ち、正面に見える山が愛宕山です。

春になると中腹から山頂にかけて見事な桜が咲き誇りま

す。

愛宕山にあるスカイロッジは、ヒノキ材を使用した本

格的なログハウスの宿泊施設です。

眺望がすばらしい広場でのバーベキューやハイキング

が楽しめます。手軽なアウトドアの拠点としてこ利用下

さい。

定員4人、 6人、 12人の計10棟があり、冷暖房、バ

ス、 トイレ、キッチン完備

予約受付は、利用したい日の2カ月前の月初めから可

（直接菅理事務所へ）

申込み・問合せ／スカイロッジ管理事務所

合 0299-45-6622

¢ 
オートキャンプ場やキャビンなどの宿泊施設でフルシ

ーズン宿泊ができます。旅行村内には400ミリ反射望

遠鏡を備えた天文台があり、星空観望会を開催していま

す。

また農作物の胃空市や「小さな夏祭り」、「チャレンジ

ランキング」など各種イベントも開催されます。

申込み・問合せ／ふれあいの里管理事務所

も 288-5505

家族旅行村ふれあいの里

七会村野外センター山びこの綿 日ヽ:B9
豊かな自然の中にキャビン 16棟、スペースキャビン

6棟、屋内 ・外バーベキュー施設やテニスコート、グラ

ンド、水遊び場などがあります。こ家族、仲間でこ利用

下さい。

申込み・問合せ／山びこの郷管理事務所

乞 0296-88-3l 57 

設
置
希
望
の
あ
る
町
内
会
は
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

申
込
期
間
／
平
成
13
年
4
月
1
9
月

設
置
条
件
／
町
内
会
単
位
で
お
申
込
み

下
さ
い
（
個
人
で
の
要
望
は

で
き
ま
せ
ん
）

※
防
犯
灯
の
管
理
費
（
電
気
料
・
修
繕

費
）
は
町
内
会
の
支
払
い
と
な
り
ま

す
。
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯

灯
で
破
損
し
た
ま
ま
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各
町
内
会
に
お
い
て
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（
内
線
2
4
2
)

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
、
農
耕
用
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
税
金
は
、

4
月
1
日
現

在
で
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す。
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
や
使
用
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
他
人
に
譲
っ
た
と
き
、

町
外
に
住
所
を
異
動
し
た
と
き
な
ど

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の

申
告
を
忘
れ
す
に

バイク （原付）などの申告に必要なもの

こんなとき 持参するもの

使用しなくなったとき 印鑑、ナンハープレート、標識交付証明舌

購入したとき 印鑑、販売証明書

中古車を譲り 廃車済 印鑑、廃車証明舌か譲渡証明書

受けたとき 廃車前 印鑑、標識交付証明苔か譲渡証明書（石翌齋翌翌；ii迄醤r)
転出 印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書

住所が 鹿車しているときは印鑑、廃車証明書
変わったとき 転入 廃車していないときは印鑑、ナンバープレート、

標識交付証明盈

車体を変更したとき
印鑑、標織交付証明書、譲渡・廃車・販売証明省

のうち1つ

口
座
振
替
は
現
金
を
も
ち
歩
く
必
要

が
な
く
、
安
全
で
大
変
便
利
で
す
。

◆
本
人
の
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

年税金

゜
は、

3
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

‘,'’ し
車
種
別
の
申
告
・
問
合
せ
先

o
l
2
5
c
c
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車

と
小
型
特
殊
自
動
車
役
場
税
務
課

（
内
線
ー

4
3
)

o
l
2
5
c
c
を
越
否
る
二
輪
の
小
型
自

動
車
関
東
運
輸
局
茨
城
陸
運
支
局

6
(
2
4
7
)
5
l
l
8
 

0
6
6
0
c
c
以
下
の
三
輪
四
輪
の
軽

自
動
車
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城

事
務
所

6
(
2
9
3
)
9
9
8
9
 

毎
月
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
の
で

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
翌

年
度
か
ら
の
分
も
自
動
的
に
払
い
込
ま

れ
、
毎
年
継
続
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
年
金
係
ま

た
は
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
、

印
鑑
、
預
金
通
帳
、
保
険
料
の
納
付
書

を
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
時
は
、
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
相
談
下
さ
い
。

問
合
せ
／
国
民
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)
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対
象
者
／

30歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
lO日
（
火
）
ま
で

（
 

対
象
者
／

30歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
5
月
2
日
（
水
）
ま
で

■貸
出
期
閻

‘、

検

診

日

4
月
25
日（水）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

乳
が
ん
検
診

視
触
診
の
み

検

診

日

5
月
17
日（木）

5
月
認
日
（
水
）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

婦
人
検
診

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の
セ
ッ
ト
検
診

休
館
日
／
3
月
12
日
（
月
）
・
19
日
（月）

20
日
（
火
）

26
日
（
月
）

4
月
2
日
（
月
）
．

9
日
（
月
）

■貸
出

時

間

午

前
9
時

30
分

1

午
後

4
時
30
分

2
週
間

(l
人
3
冊
）

ポ
プ
ラ
社

ウ
サ
ギ
村
の
ぽ
う
し
屋
、
ク
ロ

ー
バ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
店
で
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
ふ
し
ぎ
な
ぽ
う
し

の
お
は
な
し
。

対
象
者
／

40歳
以
上
の
方

申
込
締
切
／
4
月
13日
（
金
）
ま
で

対
象
者
／

30歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
27
日
（
金
）
ま
で

検

診

日

4
月
28
日
（土）

5
月
13
日（日）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

総
合
健
診

循
環
器
、
結
核
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

前
立
腺
検
診
、
胃
が
ん
検
診

検

診

日

5
月
8
日
（火）

5
月
9
日
（水）

5
月
10
日
（木）

場所

ゆっくら健康館

ゆっくら健康館

ゆっくら健康館

>t >>>検

診

． 金ヽ ＾ フ、J<一‘ ＾ 火ヽ
，̀月ー、‘ 、̀日ー、’ 日

門； 裔>
角 ゅ 場

喜
っ

蓋， ［g ［ 

所

>所 凰嘉喬

図書室

平
成
13
年
度
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

が
ん
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
前
年
度

受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
す
で
に
申
し
込

み
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
直
接
検
診

票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

検
診
会
場
等
、
変
更
が
あ
る
場
合
は

こ
連
絡
下
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

C

(
2
6
6
)
l
o
l
o
 

対
象
者
／

40歳
以
上
の
方

申
込
締
切
／
4
月
2
日
（
月
）
ま
で

岡
野

窯
子
作

若

山

雪

江

絵

ふ
し
ぎ
な
ぼ
う
し
や
さ
ん

中
村
メ
イ
コ
i

胃
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時

30
分

1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

青
春
出
版
社

子
育
て
と
親
育
て
が
終
わ
っ
た

ら
夫
育
て
が
待
っ
て
い
た
。
結
婚

以
来
43
年
初
め
て
訪
れ
た
夫
婦
2

人
だ
け
の
日
々
そ
ん
な
ふ
た
り
ぽ

っ
ち
の
旦
吊
゜

対
象
者
／

30歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
10日
（
火
）
ま
で

検

診

日

4
月
23
日
（月）

4
月
24
日
（火）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
視
触
診

心
配
こ
と
相
談

●大洗文化センター● fl266-2442 

定
年
夫

B
の
生
き
方

•

S
ら

し
方

夫
と

ふ
た
り
き
り
'
・

ー

相

中
村

メ
イ
コ
著

言火
o火

夫
と
ふ
た
り
き
り

R書紹介

月 日躍 催事内容 開始時間 開催場所 入場方法

] 8 日 第l目尼周晨奏会（マーテ］グ）（ンドクレージサ 1430~ ホール 無料

3 25 日 大洗本場磯節保存会発表会 9.00~ ホール 無料

26 月 第1回全国小学生体操競技会開会式 1200~ ホール 一 般

］日 ピアノ発表会（響の会） 800~ ホール 一 般
4 

8日 ピアノ発表会（ふじの会）1300~ ホール 一 般

国民年金

(3月分）

納期は

3月30日迄です。

2001.3.6 広報おおあらい (14) 



サ
武同参圃ダi 今年 忍
両 。1.3

に
な
り
ま
す
。

担
に
な
っ
て
大
変
な
思
い
を
す
る
こ
と

う
え
に
「
家
事
」
が
加
わ
り
、
二
重
負

か
。
こ
れ
で
は
、
女
性
は
「
仕
事
」
の

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

を
背
負
い
込
み
、
仕
事
を
こ
な
し
て
い

資
料

グ
ラ
フ

①
•

②
と
も
に
総

理
府
「
男
女
共
同
参
画
社

会
に
関
す
る
世
論
調
査
ー

男
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
中
心
に
ー
」
（
平
成
12
年

9
月
調
査
）

グラフ②

夫婦の間で家事などの分担をするよ
うに十分に話し合うこと

男女の役割分担についての社会通念、
慣習、しきたりを改めること

労働時間を短縮したり、休暇制度を普
及させること

企業中心という社会全体の仕組みを
改めること

家事などを男女で分担するようなしつ
けや育て方をすること

男性が、家事などに参固することによるライフ
スタイルの変化に対する抵抗性をなくすこと

男性の男女共同参画に対する関心を
高めること

男性の企業中心の生き方、考え方を改
めること

仕攀と家庭の両立などの問題につい
て相談できる窓口を設けること

自宅でも仕事ができるように在宅勤
務等を普及させること

委が、夫に経済力や出世を求めないこ

と

その他

わからない

い
う
意
識
が
あ
り
、
家
事
に
も
義
務
感

女
性
に
は

「家
事
は
妻
の
仕
事
」
と

ひと ひと

男と女認め合いながら

よりよいバー

わ
。」

と
、
少
々
疲
れ
気
味
。

い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
て
ほ
し
い

プ
を
築
き
、
心
豊
か
な
、
暮

nし
や
す

妻
は
、
「
私
も
働
い
て
い
る
の
よ
。

男
と
女
が
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
—
シ
ッ

て
も
ら
え
な
い
の
で
不
満
が

一
杯
゜

事
」
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
準
備
を
し

と
こ
ろ
が
、
夫
は
「
家
事
は
妻
の
仕

の
た
め
に
は
、
夫
婦
の
間
で
十
分
話
し

男性が家事、子育てや教育などに
参画するために必要なこと

（複数回答）

着
も
全
部
は
い
っ
て
い
る
か
ら
、
自
分

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
タ
ン
ス
に
下

私
も
出
張
な
の
よ
。
い
ま

る
か
ら
、
準
備
頼
む
よ
。
」

「
え
っ

ー

で
準
備
し
て
ね
。
」

ら
れ
て
い
ま
す
。

グラフ①

「
大
丈
夫
！
大
丈
夫
！
健
康
に
は
自
信

が
あ
る
か
ら
。
と
こ
ろ
で
明
日
出
か
け

観
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

トナーシッフを

夫
？
体
も
身
の
内
よ
。」

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
現
況
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は

家
庭
を
守
る
」
と
い
う
性
別
役
割
分
業

総
理
府
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
女

性
は
、
男
性
に
家
事
、
育
児
に
対
す
る

認
識
の
深
ま
り
や
、
夫
婦
や
親
子
の
絆

の
深
ま
り
を
期
待
す
る
声
が
多
く
、
そ

合
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

「
あ
ら
あ
ら
、
そ
ん
な
に
飲
ん
で
大
丈

い
機
嫌゚

女
性
も
労
働
力
の
一
員
に
な
っ
て
お
り

夜
、
遅
く
帰
宅
し
た
夫
は
、
ほ
ろ
酔

の
就
業
率
が
、

50
％
を
超
え
る
な
ど

ど
こ
の
家
庭
で
も
あ
り
そ
う
な
、

「
男
は
仕
事
」
「
女
は
家
庭
」
に
つ
い
て
、

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

波
野
家
で
の
シ
ー
ン
。

今
日
の
社
会
環
境
の
中
で
は
、
女
性

男性が家事、子育てや教育などに参画
することによってもたらされる変化

（複数回答）
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18.0 

18.8 

26.4 

26.2 

34.9 

33.5 

30.6 

家事などの更要性に対する男性の認
話が深まる

家庭における夫帰や親了の絆が深ま

る

仕事と家庭生活のパランスがとれた
生き方ができる男性が埋える

女性の家甲負担が減り、女性の就労や
社会参加が容易になる

男性の家庭や社会に対する理解が深
まり、視野が広がる

企栗が男性の家単などへの参百の璽；；セをじ且する
ことにより房化弔薪翌や休即．度の望固が追む

人々の地域社会に対する親しみや連
帯感が高まる

労働時間数の減少や企業内での昇進
の遅れなどにより、収入が減る

仕田を優先にする人が減り、日本経済

の活力が衰える

男らしさが否定される

その他

わからない
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中
か
ら

今
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は
、
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の
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な
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(15) 広報おおあらい 2001.3.6 



ぅ:7這豚館の 1中鷹入
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イセエビ
正月や祝い事の席の料理に華をそえるイセエビは、クル

マエビとともに、最も美味で珍重されています。

イセエビは夜行性のため、水族館では岩の陰にかくれて

いることが多く、歩きまわっている姿はあまり見られませ

んが、餌の時間になるとその姿は一変します。我先にと餌

を求めて水槽の上の方まで岩を登ってきたり、餌の取り合

いをしたりと、忙しく動きまわります。

普段はじっとしているイセエビのそんな一面を、餌の時

間にご覧になってみてはいかがでしょうか。

’
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